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▲７月11日　那珂市と姉妹都市を提携し
ているアメリカのオークリッジ市の中学
生たちが議長室を訪問しました。
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その他の議案
陳情　　　　１件、可決

議員提出議案（４件）
意見書など　４件、すべて可決

市長提出議案（20件）
条例関係　　８件、すべて可決
予算関係　　６件、すべて可決
その他議案　６件、すべて可決

議案件数と結果

平成18年第２回定例会
（６月６日～６月15日）

６月 6日 本会議
（閉会中開催の委員会の報
告、陳情の委員会への付託
など）

６月 7日 本会議
（市長提出の条例改正や補
正予算など審議･議決）

６月 8日 経済常任委員会
（陳情１件を審議）

６月 9日 本会議
（一般質問　５名）

６月12日 本会議
（一般質問　５名）

６月13日 本会議
（一般質問　３名）

６月15日 本会議
（陳情、意見書の採決）

平成18年第2回定例会　

平成18年度地方税制改正により
個人市民税の税率が一律６％に（平成19年度分より）

たばこ税の税率引き上げなど

条　
　

例

那
珂
市
税
条
例
の
改
正

　
　

個
人
市
民
税
率
改
正

　
　
　
　

定
率
減
税
廃
止
な
ど

　

平
成
18
年
度
の
国
と
地
方

の
税
制
改
正
に
伴
い
、
こ
れ

に
合
わ
せ
て
那
珂
市
税
条
例

を
改
正
し
ま
し
た
。

　

市
税
の
主
な
改
正
点
は
、

◎
個
人
市
民
税
の
税
率
が
、

今
ま
で
は
課
税
所
得
に
応
じ

て
３
％
、
８
％
、
10
％
と
３

段
階
だ
っ
た
も
の
が
課
税
所

得
に
関
係
な
く
一
律
６
％
の

税
率
と
な
る
こ
と
。
（
平
成

19
年
度
分
か
ら
実
施
）

◎
市
民
税
の
定
率
減
税
が

廃
止
と
な
る
こ
と
。
（
平

成
18
年
度
分
は
、
住
民
税
の

７
・
５
％
（
２
万
円
限
度
）

を
減
税
、
平
成
19
年
度
分
か

ら
減
税
廃
止
）

◎
固
定
資
産
税
は
、
土
地
の

評
価
額
が
課
税
標
準
額
と
格

差
が
あ
る
場
合
に
税
の
負
担

調
整
を
す
る
措
置
を
引
き
続

き
平
成
20
年
度
ま
で
適
用
す

る
こ
と
。

　
　

（
左
頁
上
へ
続
く
）

▲平成18年第２回定例会本会議
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所得税（改正前）
課税所得（万円） 税率
　　　～ 330 10％
330 超～ 900 20％
900 超～ 1800 30％
1800 超～ 37％

所得税（改正後）
課税所得（万円） 税率
～ 195 5％
195 超～ 330 10％
330 超～ 695 20％
695 超～ 900 23％
900 超～ 1800 33％
1800 超～ 40％

個人県民税（改正前）
課税所得（万円） 税率
　　　～ 700 2％
700 超～ 3％

個人県民税（改正後）
課税所得 税率

一律 4％

個人市民税（改正前）
課税所得（万円） 税率
　　　～ 200 3％
200 超～ 700 8％
700 超～ 10%

個人市民税（改正後）
課税所得 税率

一律 6％

所得税・個人住民税（所得割）の定率減税
H11～ H18 H19

所得税
20％減税
25万限度

10％減税
12万5千限度

廃止

個人住民税
（県民税）
（市民税）

15％減税
4万限度

7.5％減税
2万限度

廃止

　平成18年第2回定例会

◎
た
ば
こ
税
の
市
税
分
の
税

率
引
き
上
げ
。
（
１
本
あ
た

り
０･

３
２
１
円
。
平
成
18

年
７
月
１
日
か
ら
実
施
）

な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
税
制
改
正
は
、

政
府
の
「
三
位
一
体
の
改

革
」
に
よ
る
、
国
か
ら
地
方

へ
の
税
源
移
譲
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
国
税
の
所

得
税
と
地
方
税
の
個
人
住
民

税
の
税
率
構
造
な
ど
を
改
正

す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

全
国
一
律
に
市
税
以
外
の
個

人
県
民
税
や
所
得
税
の
改
正

も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
（
下
記
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
）

▲総務部税務課

　国や地方の税制度については、毎年、少しずつ改正が行われ、法律が改正されています。全国の
自治体では、この改正に合わせて、税条例などの改正を行います。この平成18年度の税制改正では、
皆様の一番身近で、かかわりのある所得税（国税）、個人住民税（県税、市税）の改正が行われまし
た。その他にも様々な改正がありますが、市税にかかる重要な部分についてお知らせします。

◎税源移譲のための所得税・個人住民税の税率改正
　これは、現在の政府が行っている「三位一体の
改革」の一環として、国から地方への３兆円の税
源移譲のために、所得税と個人住民税の税率構造を
改めるものです。改正のイメージとしては、個々の
納税者の所得税と個人住民税を合わせた税負担額の
総額は基本的に変動しないで、所得税の割合が少な
くなり、個人住民税の割合が大きくなる形になりま
す。この改正の実施は、所得税が平成19年１月分
から、個人住民税は、平成19年６月分からとなり
ます。

◎所得税・個人住民税（所得割）の定率減税廃止
　所得税と個人住民税については、景気対策のた
めに平成11年度から所得税は20％減税、個人住民
税は15％の減税を実施してきました。この制度に
ついても、税源移譲や景気の回復の見込みから平成
19年度には廃止することになりました。平成18年
度は減税を２分の１（10%、7.5%）とし、平成19年度
分からは減税がなくなります。実施は、上記の所得
税・個人住民税の税率改正とあわせて行われます。

◎たばこ税の税率を引き上げ
　たばこ税は、平成18年７月1日から税率を引き上
げます。これは、国や地方の財源確保の一環として
行われるもので、１本あたり国分が0.426円、県分
が0.105円、市分が0.321円で合計0.852円が増税と
なります。

平成18年度税制改正について
（平成19年度分から適用）

参考：財務省ホームページに詳しい資料が掲載してあります。（市民税は、那珂市税務課まで）
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平成18年第2回定例会　

　

固
定
資
産
税
の
改
正
に
合

わ
せ
て
、
都
市
計
画
税
の
宅

地
等
に
係
る
負
担
調
整
措
置

を
公
平
・
簡
素
の
観
点
か
ら

見
直
す
こ
と
、
農
地
に
係
る

負
担
調
整
を
今
後
３
年
間
、

従
来
ど
お
り
実
施
し
、
平
成

18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま

で
経
過
措
置
と
す
る
た
め
の

条
例
改
正
で
す
。

都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
介
護

納
付
金
に
係
る
賦
課
限
度
額

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
や
、

税
制
改
正
に
お
け
る
年
金
課

税
の
見
直
し
に
よ
り
、
国
民

健
康
保
険
税
の
負
担
が
増
加

す
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
急

激
な
負
担
を
緩
和
し
、
段
階

的
に
平
成
18
年
度
及
び
平
成

19
年
度
の
２
年
間
経
過
措
置

を
講
じ
る
改
正
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　

原
子
力
発
電
施
設
等
立
地

地
域
に
お
い
て
新
設
し
た
分

の
固
定
資
産
税
を
３
年
間
軽

減
す
る
特
例
措
置
を
延
長
し

て
、
平
成
21
年
３
月
31
日
ま

で
に
取
得
し
た
も
の
に
適
用

し
ま
す
。

　

産
業
活
動
の
活
性
化
及
び

雇
用
機
会
の
創
出
の
た
め
に
、

原
子
力
発
電
施
設
等

立
地
地
域
と
産
業
活

動
の
活
性
化
及
び
雇

用
機
会
の
創
出
の
た

め
の
固
定
資
産
税
の

特
例
措
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
要
件
を
満
た
し
た
施

設
等
に
つ
い
て
の
固
定
資
産

税
を
３
年
間
課
税
し
な
い
特

例
措
置
を
延
長
し
、
平
成
21

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し

た
も
の
を
対
象
に
し
ま
す
。

障
害
程
度
区
分
認
定

審
査
会
委
員
の
定
数

は
20
人

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
き
設
置
す
る
、
障
害
程
度

区
分
認
定
審
査
会
の
委
員
の

定
数
を
20
人
と
定
め
る
も
の

で
す
。

　

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
改

正
に
伴
い
、
真
に
住
宅
に
困

窮
す
る
低
額
所
得
者
等
に
対

し
市
営
住
宅
を
公
平
・
的
確

に
供
給
す
る
た
め
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た

施
策
対
象
の
見
直
し
に
伴
う

改
正
で
す
。

市
営
住
宅
条
例
の
一

部
改
正

指 定 管 理 者 の 指 定
　地方自治法の改正により、公の施設を任意
の団体等が管理運営することができるように
なりました。
　これに伴い、住民サービスの向上や、経費
の削減等を目的として、左記の施設について
指定管理者を指定するものです。

１．施設の名称
　　常陸鴻巣駅ふれあい駅舎
２．指定管理者とする団体
　　常陸鴻巣駅ふれあい駅舎ワーキング委員会
３．指定の期間
　　H18.9.1からH21.3.31まで

▲那珂市菅谷地区
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　平成18年第2回定例会

補　正　予　算

補正予算6件を可決しました
　平成17年度補正予算２件、平成18年度補正予算４
件を原案どおり可決しました。

▼平成17年度一般会計補正予算（第８号）
　202万円の減額→総額178億6,899万1千円
　歳入は、地方譲与税の減額や、地方債の借入額を増
額しました。
　歳出は、介護保険低所得者利用者負担対策費を202
万円減額しました。
　（H18.3.31専決処分）

▼平成17年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正
予算（第５号）
　2,928万1千円の減額→総額46億8,215万2千円
　歳出の保険給付費が、2,928万1千円減額となるた
め、歳入の国庫支出金や療養給付費等交付金も減額
としました。
　（H18.3.31専決処分）

▼平成18年度一般会計補正予算（第１号）
　1,968万6千円の増額→総額170億5,968万6千円
　歳出で、コミュニティ助成事業710万円増額、総合
保健福祉センター管理事業542万円増額、議員研修
事業254万円増額、障害程度区分認定審査会設置事
業183万円増額しました。

▼平成18年度老人保健険特別会計補正予算
（第１号）
　1,580万円の増額→総額45億7,580万円
　歳出の国県負担金の返納金が1,580万円となったた
めに増額しました。

▼平成18年度介護保険特別会計（事業勘定）補正予算
（第１号）
　36万8千円の増額→総額25億3,436万8千円
　歳出で、地域密着型サービス運営委員会設置のため
に、36万8千円を増額しました。

▼平成18年度介護サービス事業特別会計補正予算
（第１号）
　318万2千円の増額→総額888万2千円
　歳出で、介護予防サービス事業の報酬を318万2千
円増額しました。

１．施設の名称
　　那珂市総合保健福祉センター（ひだまり）
２．指定管理者とする団体
　　社会福祉法人　那珂市社会福祉協議会
３．指定の期間
　　H18.9.1からH21.3.31まで

予　算　繰　越
　平成17年度から平成18年度へ予算を繰越ました。

　理由は、工事期間の延長などのためです。

◎平成17年度一般会計繰越明許費繰越

　道路改良舗装事業 3,300万円

　菅谷市毛線街路整備事業 4,397万円

　上菅谷停車場線街路整備事業 6,090万8千円

　原前杉原線街路整備事業 2,142万4千円

　瓜連駅南停車場線街路整備事業 １億3,258万円

　杉原地区まちづくり事業 1,304万円

　下菅谷地区まちづくり事業 547万円

　瓜連駅前地区まちづくり事業 1,088万5千円

　小学校施設補修事業 1,426万円

　中学校施設補修事業 254万円

◎平成17年度下水道事業特別会計繰越明許費繰越

　公共下水道整備事業　 ２億845万円

　那珂久慈流域下水道事業 27万６千円

◎平成17年度上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別

会計繰越明許費繰越

　区画整理事業費 8,450万円
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市
内
に
あ
る
原
子
力
関
連

の
３
事
業
所
よ
り
平
成
18
年

度
の
年
間
事
業
計
画
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
（
株
）
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
セ
ン
タ
ー
那

珂
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
研
究
所

　

ウ
ラ
ン
等
核
燃
料
物
質
の

原
子
燃
料
製
造
、
燃
料
サ
イ

ク
ル
に
関
す
る
試
験
研
究
開

発
な
ど
を
行
う
。

三
菱
原
子
燃
料
（
株
）

　

原
子
燃
料
製
造
、
核
燃
料

製
造
及
び
廃
棄
物
減
容
に
関

す
る
試
験
研
究
開
発
な
ど
を

行
う
。

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

那
珂
核
融
合
研
究
所

　

核
融
合
実
験
炉
の
研
究
開

発
、
核
融
合
炉
の
基
盤
的
・

先
進
的
研
究
開
発
な
ど
を
行

う
。

　

平
成
18
年
１
月
〜
３
月
の

特別委員会レポート

原子力安全対策特別委員会

調査事項
１　住民の安全確保に関する事項
２　周辺の環境保全に関する事項
３　原子力安全協定に関する事項
４　核融合研究施設に関する事項
５　その他関連する事項

継続調査

市
内
の
原
子
力
事
業
所

の
平
成
18
年
度
主
要
事

業
計
画

平
成
17
年
度
第
４
四
半

期
に
お
け
る
気
体
廃
棄

物
の
放
出
状
況

那
珂
市
周
辺
の
原
子
力
施
設

か
ら
放
出
す
る
気
体
廃
棄
物

に
つ
い
て
は
、
放
出
管
理
目

標
値
を
上
回
っ
た
事
業
所
は

な
か
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
那
珂
市
の
旧
那
珂

町
の
区
域
に
お
い
て
電
気
料

金
の
割
引
と
し
て
交
付
さ
れ

て
い
る
交
付
金
に
つ
い
て
、

旧
瓜
連
町
の
区
域
も
含
め
て

交
付
金
額
を
算
定
す
る
よ

う
、
国
・
県
に
対
し
要
請
を

す
べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と
か

ら
、国
の
関
係
機
関
に
対
し
、

要
望
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

２
件
の
原
子
力
関
連
施
設

の
事
故
報
告
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
周
辺
の

環
境
及
び
従
事
者
へ
の
影
響

は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
た
。　

電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
に
つ
い
て

原
子
力
事
業
所
の

事
故
報
告

▲６月27日　経済産業省へ要望書を提出。
　市長、特別参与、議長、副議長、原子力安全対策特
別委員長、副委員長が右記の要望書を提出しました。

要望書
電源立地地域対策交付金・電源立地特別交付
金（原子力発電施設等周辺地域交付金枠）交
付限度額算定地域の拡大及び増額について

　家庭や事業所等の電気料に充当されている標記
の交付金は、平成16年1月付、資源エネルギー庁か
ら通達があった「市町村合併に伴う電源三法交付
金の取り扱いについて」により、旧那珂町は算定
地域、旧瓜連町は算定外地域となり、同一市内に
格差を生じております。
　しかしながら、旧瓜連町は、その大部分が旧那
珂町の一部の地域と電源対象施設からの距離が変
わらないことから、不公平ではないかとの指摘が
多くの方面から寄せられ、対応に苦慮していると
ころです。
　つきましては、当該交付金の交付限度額算定地
域を拡大し、合わせて交付金限度額を増額する見
直しを行うよう強く要望します。
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13議員が一般質問
◆寺門　近　議員
　１．「公の施設」の指定管理者制度の導入につ

いて

◆遠藤　実　議員
　１．環境マネジメントシステムについて

◆木村　静枝　議員
　１．教育基本法の改正案について
　２．農業対策について

◆君嶋　寿男　議員
　１．那珂市の商工業について
　２．那珂市の観光について

◆先﨑　光　議員
　１．市民の健康づくりについて

◆雨川　和幸　議員
　１．那珂市環境基本計画の推進について
　２．那珂市行政改革大綱集中改革プランについて

◆笹島　猛　議員
　１．納税環境の改善について
　２．地域資源の活用について

◆助川　則夫　議員
　１．図書館開館を控えて利用増の施策について
　２．敬老事業について

◆中崎　政長　議員
　１．救急車両の出動実績について
　２．那珂市地域防災計画について
　３．下校時の児童の安全対策
　４．学級崩壊について

◆蝦名　純子　議員
　１．子どもの文化体験活動の推進について
　２．生涯学習と地域づくりについて

◆石川　利秋　議員
　１．都市計画道路、上菅谷下菅谷線菅谷ふれあ

い街道の整備について
　２．上菅谷駅前地区土地区画整理事業について

◆海野　徹　議員
　１．市長の政治姿勢について伺う
　２．学校教育について
　３．政策について

◆根本　慎一　議員
　１．市民・福祉サービスの現状と今後の向上展

開について
　２．市民による環境問題への取組
　　　みの必要性について
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

　

指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
施
設
は

35
ヶ
所
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
を
大
別
す
る
と
、

福
祉
関
係
、
教
育
関
係
、
集
会

所
関
係
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設

に
こ
の
制
度
を
導
入
す
る
の

か
、
あ
る
い
は
直
営
（
公
営
）

で
や
る
の
か
の
選
定
は
い
つ
頃

ま
で
に
決
定
す
る
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
施
設
の
選
定
は

　

市
長
公
室
長　

当

市
に
お
い
て
は
、
昨
年

12
月
に
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に

関
す
る
条
例
等
を
制
定
し
、導

入
に
向
け
た
準
備
を
し
て
き
ま

し
た
。
指
定
管
理
者
を
導
入

す
る
に
あ
た
り
、
平
成
17
年
度

に
お
い
て
、公
の
施
設（
65
施
設
）

に
お
い
て
、
施
設
概
要
書
を
作

成
し
行
政
改
革
幹
事
会
で
今

後
の
方
針
を
検
討
し
、
常
陸
鴻

巣
駅
ふ
れ
あ
い
駅
舎
他
、
34
施

設
が
指
定
管
理
者
制
度
導
入

を
検
討
す
る
施
設
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
導
入
を

検
討
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
担

当
課
に
お
い
て
、
平
成
19
年
度

ま
で
に
導
入
す
る
か
ど
う
か
を

決
定
し
て
い
き
た
い
。

平
成
19
年
度
ま
で
に
導
入
す
る
施
設
を
決
め
た
い

寺門　近　議員

質問事項
１．「公の施設」の指定管理

者制度の導入について

▲ＪＲ水郡線　常陸鴻巣駅ふれあい駅舎

　

選
定
委
員
会
の
委

員
は
全
員
、行
政
職
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他

の
市
町
村
で
は
設
置
要
綱
の

中
で
外
部
有
識
者
（
公
認
会

計
士
・
弁
護
士
）
を
入
れ
る

こ
と
を
定
め
て
い
る
自
治
体
が

多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
、
当
市

に
お
い
て
は
近
い
将
来
、
外
部

有
識
者
を
登
用
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
市
長
に
お
伺
い
し
ま

す
。 指

定
管
理
者
選
定
委
員
会
委
員
の
公
募
は

　

市
長　

指
定
管
理

者
の
候
補
者
選
定
に

つ
い
て
は
、
公
正
か
つ
適
正
な

審
査
を
行
う
た
め
選
定
委
員

会
を
設
置
す
る
こ
と
を
導
入

方
針
の
中
に
定
め
て
お
り
ま

す
。
さ
て
選
定
委
員
会
の
組

織
構
成
に
つ
き
ま
し
て
は
指
定

管
理
者
の
指
定
と
い
う
行
為

が
行
政
処
分
で
あ
る
こ
と
か

ら
、助
役
を
本
部
長
に
市
内
部

の
職
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
議
員
ご
指
摘
の
選
定
委

員
会
へ
の
外
部
委
員
や
専
門

家
の
登
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

要
綱
の
中
で
「
審
査
の
た
め
に

必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
臨
時

的
に
委
員
を
お
く
こ
と
が
で
き

る
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
施
設
の
形
態
に
応
じ
て

委
員
に
つ
い
て
は
柔
軟
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

施
設
の
形
態
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い

▲しどりの里（指定管理者の応募がなく、現在閉館中）



　国際標準化機構の略称です。工業標準の策定を目的とす
る国際機関で、各国の標準化機関の連合体です。1947年に
設立され、現在では147カ国が参加しています。ISOマネ
ジメントシステムは、組織が一定の水準の製品を作りだす
能力があるかを判定する品質保証に関するISO9000シリ－
ズ、環境に配慮した諸活動をおこなっているかを判定する
ISO14000シリ－ズのふたつが代表的です。その考え方の
ベースとしてはP=Plan（計画立案）、D=Do（実施・運用）、
C=Check（定期的な点検）、A=Act（見直し）のP-D-C-A
の4つのサイクルを循環させることを求めています。ISO
は、組織（企業等）の品質又は環境のマネジメントシステ
ムがそれぞれISO9000シリーズ又はISO14001の要求事項
に適合していることを審査登録機関が審査し､ 適合してい
ればその供給者及び事業者を登録し公表します。

ISOとは？
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

本
市
の
環
境
の
保

全
と
創
造
に
関
す
る

施
策
を
総
括
す
る
も
の
と
し

て
環
境
基
本
計
画
が
あ
り
ま

す
が
、
現
在
の
計
画
に
は
具
体

的
な
行
動
計
画
と
数
値
的
目

標
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で

こ
れ
ら
を
策
定
す
る
べ
き
で

す
。

　

ま
た
、
環
境
に
配
慮
し
た
製

品
を
買
う
と
い
う
グ
リ
ー
ン
購

入
の
調
達
方
針
も
策
定
し
て

環
境
基
本
計
画
に
行
動
計
画
と
数
値
目
標
の
明
示
を

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
数

値
目
標
を
定
め
た
地
域
推
進

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
や
、
行

政
・
住
民
・
事
業
者
の
連
携

を
推
進
す
る
た
め
に
こ
れ
ら
に

よ
る
地
域
協
議
会
を
設
置
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

環
境
基
本
計
画
に
つ

い
て
は
改
訂
版
を
今
年
度
中

に
策
定
す
る
予
定
で
す
の
で
、

こ
の
中
で
行
動
計
画
や
数
値

目
標
の
明
示
、
地
球
温
暖
化
対

策
地
域
推
進
計
画
や
地
域
協

議
会
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
購
入
の
調

達
方
針
を
策
定
に
向
け
て
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

今
年
度
中
に
策
定
す
る
改
訂
版
で
検
討
す
る

▲那珂町環境基本計画
　（平成15年３月制定　概要版から）

遠藤　実　議員

質問事項
１．環境マネジメントシステ

ムについて

　

環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
組

織
が
自
主
的
に
取
得

を
決
定
す
る
も
の
で
す
が
、

方
法
と
し
て
は
環
境
配
慮
の

運
営
方
法
を
企
画
（
プ
ラ
ン
）

し
、運
営
（
ド
ゥ
ー
）
し
、間
違

い
が
な
い
か
点
検
（
チ
ェ
ッ
ク
）

し
、
改
善
で
き
る
部
分
を
見
直

し
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
し
ま
す
。

こ
れ
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と

呼
び
ま
す
が
、
こ
の
体
制
維
持

の
た
め
外
部
監
査
を
受
け
る
の

環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
し
、
全
市
的
な
取
組
み
を

で
客
観
性
も
担
保
さ
れ
ま
す
。

全
国
的
に
も
取
得
自
治
体
が

増
え
て
い
る
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証

を
取
得
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
た
、
住
民
に
対
し
て
各
家

庭
で
環
境
負
荷
軽
減
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
家
庭
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
定

制
度
を
創
設
し
た
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

認
証
取
得
に
対
す
る
助
成
制

度
を
作
っ
て
企
業
へ
の
支
援
を

　

経
済
環
境
部
長　

現
在
、
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ

認
証
の
取
得
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

は
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
･
事
業
者
に
対

し
て
も
、環
境
保
全
･
地
球
温

暖
化
対
策
等
へ
の
啓
発
と
協

力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

取
得
は
考
え
て
い
な
い
が
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
推
進
す
る

行
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。



　　　　　（昭和22年３月31日制定）
（教育の目的）
第１条　教育は、人格の完成をめざし、平和的な国家及び
社会の形成者として、真理と正義を愛し、個人の価値をた
つとび、勤労と責任を重んじ、自主的精神に充ちた心身と
もに健康な国民の育成を期して行われなければならない。
（教育の方針）
第２条　教育の目的は、あらゆる機会に、あらゆる場所に
おいて実現されなければならない。この目的を達成するた
めには、学問の自由を尊重し、実際生活に即し、自発的精神
を養い、自他の敬愛と協力によつて、文化の創造と発展に
貢献するように努めなければならない。

教育基本法（抜粋）
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

　

教
育
基
本
法
の
改

正
案
が
国
会
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

未
来
、
日
本
の
進
路
に
か
か
わ

る
国
民
的
な
問
題
で
す
。

　

改
正
の
理
由
と
し
て
、
い
じ

め
、
校
内
暴
力
、
不
登
校
な
ど

を
あ
げ
「
今
の
時
代
に
適
合

し
き
れ
な
く
な
っ
た
」
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
国
会
で
は

「
現
行
の
教
育
基
本
法
の
ど

こ
が
時
代
の
要
請
に
応
え
ら

子
ど
も
の
未
来
を
決
め
る
教
育
基
本
法
改
正
見
解
は

れ
な
く
な
っ
た
の
か
」
の
質
問

に
、
首
相
は
具
体
的
な
回
答
を

全
く
で
き
な
か
っ
た
と
い
い
ま

す
。
改
正
案
は
憲
法
に
背
く

二
つ
の
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
国
を
愛
す
る
態
度

な
ど
20
の
徳
目
を
お
し
つ
け
、

内
心
の
自
由
を
踏
み
に
じ
る
。

二
つ
目
は
教
育
の
自
由
を
侵
害

す
る
こ
と
で
す
。

　

教
育
長
の
改
正
に
つ
い
て
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

教
育
に

関
す
る
法
律
制
度
の

全
体
像
を
視
野
に
入
れ
て
論

議
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
理

念
を
現
場
に
生
か
し
て
い
く
た

め
の
第
一
歩
と
し
て
極
め
て
大

事
。
60
年
近
く
改
正
さ
れ
た

こ
と
の
な
い
現
行
の
教
育
基
本

法
は
重
要
な
法
律
で
あ
り
、
慎

重
、
十
分
な
論
議
を
と
考
え
て

い
ま
す
。

じ
っ
く
り
慎
重
か
つ
十
分
な
論
議
を
し
て
ほ
し
い

▲畑地帯（戸多地区）

木村静枝 議員

質問事項
１．教育基本法の改正案につ

いて
２．農業対策について

　

農
政
改
革
関
連
法

の
中
心
「
横
断
的
経

営
安
定
対
策
」
が
国
会
を
通

れ
ば
、
多
く
の
農
家
と
農
業
生

産
を
非
効
率
と
決
め
つ
け
、
農

政
の
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
る

が
那
珂
市
は
ど
う
な
る
か
。

　

今
生
産
し
て
い
る
農
家
が

す
べ
て
農
業
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
が
、
市
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

農
政
改
革
で
多
く
の
農
家
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
が
？

　

経
済
環
境
部
長　

認
定
農
業
者
の
数
は

現
在
64
名
、
こ
の
う
ち
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
経
営
規
模
要

件
を
満
た
す
の
は
23
名
で
あ

と
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
今
後
は

農
協
、生
産
者
、関
係
団
体
が
一

丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
で
き

る
よ
う
指
導
、
支
援
の
強
化
を

し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
県

の
助
成
を
受
け
て
、
芳
野
地
区

に
直
売
所
を
建
設
し
、
地
産
地

消
な
ど
に
つ
い
て
も
一
歩
一
歩

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

市
長　

特
産
物
づ
く
り
が

大
切
と
思
い
、
先
日
那
珂
カ
ボ

チ
ャ
を
知
事
室
に
持
っ
て
い
っ

て
食
べ
て
も
ら
っ
た
り
、
那
珂

市
の
特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
と
も
農
産
物

づ
く
り
を
し
て
い
る
人
た
ち
の

援
助
を
し
て
い
き
た
い
。

芳
野
地
区
に
直
売
所
を
建
設
し
一
歩
一
歩
進
め
る
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

那
珂
市
の
商
業
関

係
に
つ
い
て
は
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
大
型
店
が
出
店
し

中
心
商
店
街
等
の
空
洞
化
も

進
み
、
商
工
会
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
危
機

的
な
状
況
で
も
あ
り
ま
す
。

現
在
の
大
型
店
の
進
出
状
況
、

特
に
イ
オ
ン
株
式
会
社
の
出

店
計
画
に
対
し
て
の
商
工
会
へ

の
対
応
・
対
策
に
つ
い
て
の
指

導
は
、
行
政
側
と
し
て
ど
の
よ

大
型
Ｓ
Ｃ
の
進
出
に
伴
う
行
政
の
取
り
組
み
方
は

　

経
済
環
境
部
長　

那
珂
市
内
で
店
舗
面

積
１
千
㎡
を
超
え
る
商
業
施

設
は
、
７
店
舗
ご
ざ
い
ま
す
。

大
型
店
舗
の
進
出
に
よ
り
客

の
流
れ
が
変
わ
り
、
売
り
上
げ

の
減
少
な
ど
、
商
業
施
設
に
及

ぼ
す
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
反
面
、
大
き
な
集
客

力
が
あ
る
の
で
、
他
市
町
村
か

ら
も
多
く
の
消
費
者
を
市
内

に
集
め
る
と
い
う
相
乗
効
果

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
も

の
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
商
工

会
と
の
話
し
合
い
の
場
を
持
っ

て
、
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

商
工
会
と
連
携
を
と
り
協
議
し
て
い
き
ま
す

▲那珂市観光協会のホームページ

▲水戸市内原の大型ＳＣ（ショッピングセンター）

君嶋寿男 議員

質問事項
１．那珂市の商工業について
２．那珂市の観光について

　

４
月
22
日
か
ら
14

日
間
、静
峰
ふ
る
さ
と

公
園
で
八
重
桜
祭
り
が
開
催

さ
れ
、
特
に
、
夢
ア
カ
リ
実
行

委
員
会
に
よ
る
灯
籠
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
や
、よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
に
つ
い
て
も
、
地
元
の
団
体

は
も
ち
ろ
ん
、
他
市
か
ら
の
協

力
も
あ
り
、毎
年
趣
向
を
変
え

る
事
に
よ
り
、
来
園
者
は
、
昨

年
を
２
６
０
０
人
も
上
回
る
、

６
万
２
０
０
０
人
で
し
た
。
現

那
珂
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
効
果
的
な
活
用
術
は

在
、
全
国
で
も
広
が
り
つ
つ
あ

る
、よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
イ
ベ

ン
ト
を
、
ぜ
ひ
那
珂
市
で
も
開

催
し
て
は
、
と
い
う
声
を
聞
き

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
市
の
観

光
施
設
、
お
い
し
い
農
産
物
を

外
へ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

市
長　

よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
に
つ
き
ま
し

て
は
、
合
併
式
典
、
１
周
年
記

念
の
際
に
行
な
い
非
常
に
市
民

の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た

事
も
あ
り
、ぜ
ひ
、要
望
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

観
光
に

つ
い
て
は
Ｐ
Ｒ
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。
市
や
観
光
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
っ
て
い
る
ほ

か
、今
年
度
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

朝
と
り
体
験
や
、
作
物
の
栽
培

方
法
の
講
義
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
域
的
な
Ｐ
Ｒ
を
展
開
中

う
に
行
う
方
針
で
す
か
。
ぜ

ひ
、
早
急
に
商
工
会
と
の
連
携

を
図
り
業
者
へ
の
適
切
な
指

導
を
行
い
、
話
し
合
い
の
中
で

納
得
の
い
く
方
向
に
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

　

厳
し
い
市
財
政
運

営
が
続
く
中
で
、
特

に
保
険
医
療
財
政
は
国
保
、

介
護
保
険
と
も
年
々
給
付（
支

出
）
が
増
え
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
の
推
進
に
よ
る
保
険
医

療
費
の
軽
減
、
安
定
化
は
緊
急

の
課
題
で
す
。
市
民
の
健
康
づ

く
り
を
ど
う
支
援
し
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
市
と
し
て
重
要
な
政

策
課
題
で
あ
り
、
健
康
づ
く
り

健
康
づ
く
り
を
研
究
す
る
専
門
チ
ー
ム
を
作
っ
て
は

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
全
庁
的
に
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

国
保
及
び
介
護
保
険

で
は
毎
年
、
前
年
対
比
で
10
％

以
上
の
伸
び
を
示
し
て
い
ま

す
。
取
り
組
み
と
し
て
各
種
検

診
、
健
康
相
談
、
家
庭
訪
問
、

高
齢
者
向
け
各
種
教
室
、介
護

予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

ス
ポ
ー
ツ
振

興
室
で
ダ
ン
ベ
ル
健
康
体
操

教
室
や
テ
ニ
ス
教
室
な
ど
、

市
体
育
協
会
で
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
健

康
、
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

市
長　

庁
内
関
係
部
署
間

の
連
携
体
制
を
確
立
し
、
市
民

及
び
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

庁
内
関
係
部
署
間
の
連
携
体
制
確
立
を
図
り
ま
す

▲静峰公園の頂上の広場

先﨑　光 議員

質問事項
１．市民の健康づくりについ

て

　

平
成
16
年
12
月
議

会
で
教
育
厚
生
常
任

委
員
会
よ
り
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
の
提
言
が
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
対
す
る
検
討
及
び

実
施
状
況
は
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
既
存
施
設
の
活
用
で

し
ど
り
の
里
と
静
峰
公
園
を

健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
活

用
し
て
は
ど
う
か
。
特
に
静
峰

公
園
の
遊
歩
道
を
整
備
し
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
。
ま

健
康
づ
く
り
に
し
ど
り
の
里
と
静
峰
公
園
の
活
用
を

た
頂
上
の
平
坦
部
を
整
備
す

れ
ば
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
公
認

コ
ー
ス
に
も
な
り
そ
う
で
、
健

康
づ
く
り
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
が
る
の
で
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

健
康
づ
く
り
の
中
心

と
な
る
課
の
設
置
に
つ
い
て

は
、現
行
の
健
康
推
進
課
を
中

心
と
し
て
関
係
部
署
、団
体
等

の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

既
存
施
設
等
の
活
用
に
つ

い
て
は
総
合
公
園
等
の
体
育

施
設
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
一
層
の
利
用
促
進
、
ヘ
ル
ス

ロ
ー
ド
の
活
用
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
検
診
受
診
率
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　

市
長　

参
考
に
な
る
良
い

考
え
と
思
う
。
一
つ
の
案
と
し

て
し
ど
り
の
里
検
討
委
員
会

に
諮
り
ま
す
。

良
い
考
え
で
あ
り
検
討
委
員
会
に
諮
り
ま
す
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

平
成
14
年
12
月

「
那
珂
町
環
境
基
本

条
例
」
を
制
定
し
取
り
組
み

の
あ
と
、
平
成
18
年
度
施
政
方

針
に
循
環
型
社
会
構
造
を
目

指
す
環
境
行
政
を
推
進
し
て

い
ま
す
が
市
民
の
側
か
ら
み
る

と
も
う
一
歩
行
動
が
伴
っ
て
い

な
い
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
環
境
問
題
を
解

決
す
る
た
め
計
画
期
間
10
年

間
の
数
値
目
標
を
設
定
し
推

地
球
温
暖
化
、
自
然
環
境
保
全
、
積
極
的
取
組
を
！

進
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

現
在
の
計
画
は
、数
値

目
標
は
入
っ
て
い
な
い
。
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
５
年
間

で
５
％
削
減
な
ど
可
能
な
も
の

と
難
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の

計
画
に
つ
い
て
は
、
合
併
に
よ

る
瓜
連
地
区
を
含
め
た
改
定

版
を
現
在
作
成
し
て
い
る
。

　

環
境
に
関
す
る
国
際
規
格

環
境
保
全
に
対
す
る
基
本
方
針
等
を
明
示
し
推
進

▲平成17年11月に行政改革懇談会の会長・副会長より答申を
受けました 雨川和幸 議員

質問事項
１．那珂市環境基本計画の推

進について
２．那珂市行政改革大綱集中

改革プランについて

　

行
政
改
革
推
進
の

指
針
に
基
づ
く
那
珂

市
の
推
進
期
間
は
平
成
17
年

度
か
ら
概
ね
５
ヵ
年
間
の
集
中

改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

那
珂
市
行
政
改
革
懇
談
会

は
「
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱

及
び
実
施
計
画
」
の
諮
問
に

対
し
、
市
長
自
ら
が
先
頭
に
立

ち
、
効
果
、
効
率
的
な
行
財
政

運
営
に
取
り
組
ま
れ
た
い
と

行
政
改
革
実
施
計
画
の
推
進
状
況
は

　

市
長
公
室
長　

特

に
集
中
改
革
５
項
目

に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
と

①
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
、

行
財
政
改
革
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

②
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確

立
、③
使
用
料
、手
数
料
の
見

直
し
、④
前
納
報
奨
金
の
見
直

し
、⑤
補
助
金
等
の
整
理
合
理

化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

市
長　

合
併
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
し
、

効
率
化
を
進
め
、市
民
の
視
点

に
立
ち
、行
政
改
革
の
目
標
達

成
に
向
け
て
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

▲那珂町環境基本計画
　（平成15年３月制定　概要版から）

Ｉ
Ｓ
Ｏ
シ
リ
ー
ズ
認
証
の
取
得

は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た

め
、
導
入
と
同
様
の
効
果
を
得

る
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

　

市
長　

人
と
自
然
が
優
し

く
触
れ
合
う
ま
ち
の
実
現
を

目
指
し
、
環
境
保
全
に
対
す
る

基
本
方
針
等
を
明
ら
か
に
し
、

市
民
、
事
業
者
、
市
が
力
を
合

わ
せ
環
境
に
配
慮
し
た
社
会

の
仕
組
み
づ
く
り
に
向
か
っ
て

い
き
た
い
。

答
申
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
こ
れ
を
緊
急
課
題
と

し
て
各
部
署
、
事
業
所
に
指
示

し
ま
し
た
。

　

ま
だ
取
り
組
み
の
初
段
階

で
あ
る
と
存
じ
ま
す
が
推
進

状
況
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

　

現
在
、
市
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

な
ど
は
、
市
役
所
の
窓
口
と
銀

行
、
郵
便
局
な
ど
で
営
業
時
間

内
し
か
納
税
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、納
税
月
も
千
差
万
別
で

す
。

　

納
税
環
境
の
改
善
を
図
る

意
味
で
も
、24
時
間
年
中
無
休

の
サ
ー
ビ
ス
拠
点
と
し
て
も
は

や
現
代
人
の
生
活
に
欠
か
せ
な

気
軽
に
納
税
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
提
案
す
る

い
存
在
と
な
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
は
、
ま
す
ま
す
便

利
に
な
っ
て
お
り
、こ
う
し
た
コ

ン
ビ
ニ
を
市
役
所
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
活
用
し
な
い
手
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
多
忙
な
人
で
も
納

税
し
や
す
く
市
民
の
利
便
性

向
上
を
図
る
点
で
も
、
気
軽
に

納
税
で
き
、県
税
も
平
成
19
年

度
か
ら
納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

で
の
収
納
導
入
を
提
案
し
ま

　

総
務
部
長　

コ
ン

ビ
ニ
で
の
納
付
は
、
納

税
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
い
い
制
度
で
す
が
、
現
時
点

で
は
、
デ
ー
タ
の
管
理
上
の
問

題
や
取
り
扱
い
手
数
料
等
の

経
費
上
の
問
題
点
も
あ
り
、
今

後
は
他
の
市
町
村
の
実
施
状

況
を
見
て
、
慎
重
に
調
査
し
ま

す
。

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重
に
調
査
し
ま
す

▲明治30年代頃の菅谷地区下宿上町の引き屋台

▲コンビニで納税できれば便利です

笹島　猛 議員

質問事項
１．納税環境の改善について
２．地域資源の活用について

　

地
方
に
は
、誰
し
も

自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
街
に
愛
着
が
あ
り
、「
郷
土

愛
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

豊
か
な
郷
土
は
豊
か
な
人
間

を
育
て
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

先
人
の
文
化
や
伝
統
を
伝
え

残
し
、
現
存
す
る
伝
統
祭
事
や

構
造
物
を
後
世
に
し
っ
か
り
残

し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の
地
域

に
育
て
ら
れ
た
恩
返
し
と
思
い

ま
す
。
市
長
の
郷
土
の
伝
統

市
長
の
郷
土
の
伝
統
文
化
に
対
す
る
想
い
を
伺
う

文
化
に
対
す
る
想
い
を
伺
い
ま

す
。

　

ま
た
、
菅
谷
地
区
に
は
、
百

年
を
こ
え
る
伝
統
構
造
物
の

屋
台
が
存
在
し
て
お
り
、
今
、

手
を
加
え
な
け
れ
ば
消
滅
し

て
し
ま
い
ま
す
。
今
後
ど
う

存
続
さ
せ
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

　

市
長　

現
在
は
、

少
子
高
齢
化
が
進
み
、

生
活
環
境
や
住
民
意
識
等
の

変
化
に
伴
い
、
伝
統
祭
事
や
構

造
物
を
後
世
に
残
す
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
那

珂
市
の
財
産
を
継
承
し
て
い

く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
責
務
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歴
史
あ
る
構
造
物
で

あ
る
屋
台
の
修
復
保
存
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
地
域
と
よ
く
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

伝
統
祭
事
や
構
造
物
を
後
世
に
継
承
し
て
い
き
ま
す

す
。
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

今
秋
10
月
下
旬
に

多
く
の
市
民
に
待
ち

望
ま
れ
た
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン

す
る
は
こ
び
に
な
り
ま
し
た
。

納
税
者
還
元
公
共
施
設
で
あ

り
適
正
公
平
な
利
用
が
求
め

ら
れ
る
施
設
で
あ
り
ま
す
。

幅
広
い
市
民
の
利
用
を
頂
く

た
め
に
、
施
設
か
ら
の
遠
距
離

地
区
市
民
、
マ
イ
カ
ー
利
用
が

困
難
で
あ
る
高
齢
者
等
へ
の
配

慮
に
つ
い
て
の
施
策
を
伺
い
た

図
書
館
ま
で
の
遠
距
離
地
区
市
民
等
へ
の
配
慮
は

い
。
又
、
現
代
人
の
活
字
離
れ

が
危
惧
さ
れ
て
お
る
今
日
、
本

市
に
お
け
る
図
書
館
の
利
用

率
向
上
は
那
珂
市
民
の
人
間

形
成
に
大
き
な
要
素
を
占
め

る
公
共
施
設
の
一
つ
で
あ
る
わ

け
で
す
が
、
開
館
に
あ
た
っ
て

の
所
見
を
伺
い
た
い
。

　

教
育
次
長　

利
用

者
の
利
便
性
を
図
る

た
め
に
福
祉
バ
ス
の
図
書
館
経

福
祉
バ
ス
の
経
由
と
地
区
公
民
館
へ
配
本
提
供

▲平成17年瓜連上地区の敬老会風景

▲那珂市図書館（学習室など一部を７月22日より開館）

助川則夫 議員

質問事項
１．図書館開館を控えて利用

増の施策について
２．敬老事業について

　

敬
老
事
業
実
施
に

お
い
て
は
関
係
機
関

で
あ
る
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
あ
り
ま
す
。
各
地
区
に
は

支
部
が
結
成
さ
れ
て
お
り
福

祉
に
関
す
る
多
岐
に
わ
た
る

す
ば
ら
し
い
活
動
を
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
関
に

委
託
さ
れ
て
敬
老
事
業
を
行

う
の
も
一
方
法
だ
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
の
敬
老
事
業
の
主
催

者
の
あ
り
方
、
実
施
方
法
等
も

敬
老
事
業
を
市
社
協
へ
の
委
託
事
業
に
し
て
は

含
め
て
市
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

　

市
長　

昨
年
度
は

地
区
開
催
初
年
度
と

い
う
こ
と
で
、区
長
さ
ん
、公
民

館
分
館
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
地

区
の
方
々
に
は
大
変
ご
苦
労

を
頂
き
ま
し
た
事
存
じ
あ
げ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地
区
の

皆
様
方
の
お
力
を
お
借
り
し

て
地
区
で
の
開
催
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
と

行
政
が
連
携
し
、
市
民
協
働
に

よ
る
事
業
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
力

で
で
き
る
こ
と
は
市
民
が
積
極

的
に
行
う
こ
と
も
大
事
な
こ
と

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ご
意
見
頂
い
た
社
協
支

部
、
そ
の
他
地
域
の
諸
団
体
の

ご
協
力
を
頂
き
、
地
区
ご
と
に

特
色
あ
る
敬
老
会
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

市
民
と
行
政
が
連
携
し
協
働
に
よ
る
事
業
に
し
た
い

由
を
実
施
し
、
来
館
が
困
難
な

方
に
対
し
て
は
、公
民
館
、コ
ミ

セ
ン
な
ど
へ
配
本
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

教
育
長　

多
機
能
を
備
え

た
先
進
的
な
図
書
館
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
生
涯
学
習
の
充
実

を
期
し
て
、地
域
、学
校
、関
係

機
関
、
団
体
等
と
の
緊
密
な
連

携
、
協
力
を
図
り
運
営
し
て
ま

い
り
た
い
。
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

　

那
珂
市
地
域
防
災

計
画
が
提
示
さ
れ
た

が
、
計
画
書
の
中
で
風
水
害
、

震
災
、
及
び
原
子
力
事
故
と
こ

れ
ら
の
防
災
に
関
し
、
行
政
の

対
策
等
が
事
細
か
く
書
か
れ

て
お
り
ま
す
が
、
市
民
に
対
す

る
Ｐ
Ｒ
、
及
び
防
災
活
動
の
支

援
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
執
行
部
の
考
え
方
を

お
た
ず
ね
す
る
。

那
珂
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

　

経
済
環
境
部
長　

那
珂
市
地
域
防
災
計

画
は
那
珂
市
が
経
験
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
や
、
さ
き
の
阪

神
、新
潟
中
越
地
震
等
の
教
訓

を
生
か
し
、
昨
今
の
防
災
上
の

課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
取

り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
ま

た
、自
主
的
な
防
災
活
動
を
支

援
す
る
た
め
自
主
防
災
組
織

の
結
成
、
育
成
を
積
極
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
、

今
年
度
か
ら
自
主
防
災
組
織
活
動
補
助
金
を
設
け
る

▲木崎小学校児童の下校風景

▲那珂市地域防災計画書

中崎政長 議員

質問事項
１．救急車両の出動実績につ

いて
２．那珂市地域防災計画につ

いて
３．下校時の児童の安全対策
４．学級崩壊について

　

下
校
時
の
児
童
、生

徒
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
非
常
に
関
心
の
高
い
問

題
で
あ
り
、
各
地
区
に
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
、
自
警
団
が
結
成
さ
れ

て
い
る
が
、
本
年
度
予
算
を
使

い
切
る
状
況
で
あ
る
予
算
面
か

ら
市
長
の
考
え
は
。

　

ま
た
、
溢
れ
る
情
報
社
会
の

中
、多
様
化
す
る
価
値
観
、個
々

を
大
事
に
す
る
教
育
と
子
供

を
取
り
巻
く
環
境
も
昔
と
は

下
校
時
の
児
童
の
安
全
対
策
と
学
級
崩
壊
に
つ
い
て

激
変
し
て
い
る
昨
今
、
学
級
の

中
で
問
題
が
起
き
て
い
る
。
特

に
今
回
学
級
崩
壊
に
つ
い
て
教

育
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

学
級
崩
壊
の
早

期
報
告
が
さ
れ
な
か
っ
た
事
は

遺
憾
に
思
う
。
支
援
に
つ
い
て

は
、①
学
級
改
善
を
す
る
為
学

校
を
通
し
指
導
主
事
等
の
派

遣
に
よ
り
助
言
指
導
。
②
学

級
が
不
安
定
な
状
況
に
な
れ

ば
非
常
勤
講
師
を
配
し
支
援
。

ま
た
、
保
護
者
、
地
域
が
連
携

し
一
丸
と
な
り
児
童
生
徒
の
指

導
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
助
言

し
て
い
き
た
い
。

児
童
の
安
全
対
策
の
為
足
り
な
い
時
は
補
正
で
対
応

　

市
長　

地
区
内
及

び
児
童
等
の
安
全
確

保
の
為
、
今
後
ま
す
ま
す
自
警

団
等
の
設
立
が
増
え
る
と
想

定
さ
れ
る
の
で
、
設
立
補
助
金

は
補
正
で
対
応
し
て
地
域
の
支

援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
活
動
事
業
補

助
金
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
は

自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ

防
災
資
機
材
を
整
備
す
る
区

を
対
象
に
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の
で
す
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
市

民
が
自
主
的
に
防
災
活
動
に

参
画
し
地
域
で
助
け
合
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。



国民・住民として
必須な学習
●

地域における
課題解決学習

●
青少年教育
●

女性教育　など

幼稚園
●

小・中学校
●

高等学校
●

盲・ろう・養護学校
●

大学　など

生涯学習

学校教育 社会教育

個人学習など

連携

首長部局や関係機関などで行われる様々な活動

※いわゆる「生涯学習」は、社会教育のほか、学校教育や組織適に行わない個人的な学習なども含む点で、
　社会教育より広い活動を対象とする概念です。
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

保
護
者
へ
の
子
育

て
支
援
ニ
ー
ズ
調
査

で
、
約
半
数
の
方
が
児
童
館
な

ど
親
子
で
楽
し
め
る
場
所
や

イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し
て
欲
し
い

と
望
ん
で
い
ま
す
。
那
珂
市

次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動

計
画
で
は
、
公
民
館
体
験
活
動

や
各
種
交
流
事
業
の
展
開
を

挙
げ
て
お
り
ま
す
。
又
、
那
珂

市
文
化
協
会
で
は
、文
化
体
験

事
業
促
進
と
し
て
、
今
年
度
は

子
ど
も
達
に
も
っ
と
文
化
体
験
を

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
る
と
伺
い
ま

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で

し
ょ
う
か
。

　

日
立
市
で
は
、
文
化
庁
の
支

援
で
子
ど
も
達
へ
の
文
化
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、

現
在
で
は
文
化
少
年
団
が
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　

青
少
年
へ
の
社
会
教
育
に

む
け
て
の
教
育
長
の
お
考
え
を

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　

教
育
次
長　

文
化

体
験
事
業
に
つ
い
て

は
今
ま
で
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
今
年
は
子
ど
も
達
が

参
加
で
き
る
事
業
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
現
在

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
長　

感
動
す
る
体
験
、

心
身
を
鍛
え
る
体
験
、社
会
性

を
育
て
る
た
め
の
体
験
が
で
き

る
様
に
事
業
を
充
実
し
、
全
人

的
成
長
を
図
り
ま
す
。

感
動
す
る
体
験
が
で
き
る
様
に
事
業
を
充
実
し
ま
す

▲「新しい時代の社会教育」
　（文部科学省、平成18年２月発行から） 蝦名純子 議員

質問事項
１．子どもの文化体験活動の

推進について
２．生涯学習と地域づくりに

ついて

　

茨
城
県
で
は
知
事

や
教
育
長
等
か
ら
な

る
生
涯
学
習
推
進
本
部
が
あ

り
、
人
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り

を
目
標
と
し
た
推
進
計
画
が

実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

那
珂
市
で
も
、
平
成
８
年
に

生
涯
学
習
推
進
本
部
設
置
要

項
等
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
現
在
は
ど
の
よ
う
に
機

能
し
て
お
り
ま
す
か
。
教
育

委
員
会
で
出
さ
れ
て
い
る
生

生
涯
学
習
を
い
か
し
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

涯
学
習
の
目
標
や
施
策
は
表

現
が
抽
象
的
で
評
価
が
難
し

い
と
考
え
ま
す
。
も
っ
と
市
民

に
わ
か
り
や
す
い
計
画
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
少
子
高
齢
化

に
む
け
て
共
助
の
精
神
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
為

に
、
情
報
提
供
や
相
談
の
機
能

を
も
つ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
学
び
の
場
と
そ
れ
を

い
か
し
て
活
動
す
る
人
を
支
援

す
る
場
を
結
び
つ
け
て
い
た
だ

　

教
育
次
長　

推
進

本
部
等
は
十
分
機
能

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

市
民
に
わ
か
り
や
す
い
実
施

計
画
を
将
来
的
に
作
成
し
な

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
長　

中
央
公
民
館
、
ら

ぽ
ー
る
等
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
な
が
ら
、
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す

▲どっきん土曜開放講座
　（ふれあいセンターよこぼり）

け
ま
せ
ん
か
。
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

　

上
菅
谷
橋
上
駅
舎

及
び
自
由
通
路
の
概

算
事
業
費
に
つ
い
て
、ま
た
、自

由
通
路
に
面
積
約
42
㎡
の
公

衆
便
所
及
び
洗
面
所
等
多
目

的
施
設
が
設
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
な
ぜ
自
由
通
路
に
立

派
な
ト
イ
レ
が
必
要
な
の
で
す

か
。
駅
周
辺
の
住
民
が
わ
ざ
わ

ざ
エ
レ
ー
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
し

て
ま
で
ト
イ
レ
を
利
用
し
ま
す

か
。
ト
イ
レ
の
設
備
費
や
維
持

公
衆
便
所
を
駅
舎
に
設
置
し
て
事
業
費
の
削
減
を

管
理
費
が
膨
大
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
駅
舎
に
は
駅
要
員
の
ト
イ

レ
が
一
基
だ
け
で
Ｊ
Ｒ
利
用
者

の
ト
イ
レ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｒ
利
用
者
の
利
便
性
を
考

え
れ
ば
当
然
駅
舎
に
ト
イ
レ

を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
で
す

か
。

　

建
設
部
長　

自
由

通
路
の
事
業
費
が
４

億
６
５
５
０
万
円
、ま
た
、駅
舎

自
由
通
路
の
ト
イ
レ
は
公
衆
用
と
し
て
位
置
づ
け

▲都市計画道路菅谷・飯田線
（349バイパスへの接続が待たれます）

▲上菅谷駅（駅を橋上化する計画です）

石川利秋 議員

質問事項
１．都市計画道路、上菅谷下

菅谷線菅谷ふれあい街道
の整備について

２．上菅谷駅前地区土地区画
整理事業について

　

イ
オ
ン
出
店
に
関

す
る
商
工
会
の
要
望

書
に
よ
る
と
交
通
渋
滞
の
回

避
や
騒
音
防
止
、
ご
み
の
減
量

化
等
の
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
要
望
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
対
応
方
針
と

し
て
、
イ
オ
ン
か
ら
の
出
店
計

画
を
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す

の
で
交
通
渋
滞
の
回
避
に
つ
い

て
は
、菅
谷
･
飯
田
線
の
バ
イ
パ

ス
へ
の
接
続
及
び
下
菅
谷
停
車

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
十
分
な
対
応
を

場
線
等
の
整
備
促
進
を
図
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、上
菅
谷
･

下
菅
谷
線
及
び
上
菅
谷
駅
前

地
区
に
お
け
る
町
並
み
景
観

や
市
街
地
活
性
化
等
に
つ
い
て

市
の
対
応
は
不
十
分
で
あ
り
、

ま
た
、
行
動
が
伴
わ
な
け
れ
ば

効
果
は
期
待
出
来
な
い
と
思

い
ま
す
。　

市
長　

上
菅
谷
駅

周
辺
は
、大
型
店
の
出

店
、
後
継
者
問
題
等
に
よ
り
、

衰
退
の
状
況
で
あ
り
商
業
活

性
化
に
向
け
た
、
行
政
の
役
割

に
は
限
界
が
ご
ざ
い
ま
す
。
活

性
化
の
為
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

店
の
方
の
更
な
る
努
力
と
ア
イ

デ
ア
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今

後
は
商
業
者
や
商
工
会
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
様
々
な

手
法
を
模
索
し
な
が
ら
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

商
業
者
や
商
工
会
と
連
携
を
図
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
事
業
費
が
４
億
４
６
０
０
万

円
で
す
。
駅
舎
の
事
業
費
４

億
６
０
０
０
万
円
に
つ
い
て
は

一
部
市
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
駅
舎
の
負
担
に
つ
い
て

は
今
後
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
の
上
決

定
し
ま
す
。
ま
た
自
由
通
路

の
ト
イ
レ
は
駅
利
用
者
以
外
に

も
不
特
定
多
数
の
方
が
通
行

す
る
こ
と
か
ら
公
衆
用
ト
イ
レ

と
し
て
位
置
づ
け
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

強
大
な
権
力
を
有

す
る
首
長
は
、身
辺
に

濁
り
が
な
い
よ
う
常
に
み
ず
か

ら
律
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
高
潔
な
姿
勢
で
市

政
運
営
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
手
始
め
に
、
市
長

交
際
費
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

や
入
札
監
視
委
員
会
を
設
置

し
な
い
か
伺
う
も
の
で
す
。

電
子
入
札
導
入
・
入
札
監
視
委
員
会
設
置
の
考
え
は

　

市
長　

市
民
の
皆

さ
ん
の
信
頼
と
期
待

を
裏
切
る
こ
と
な
く
、
責
任
と

自
覚
を
持
っ
て
行
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

助
役　

入
札
制
度
の
透
明

性
、公
平
性
の
確
保
か
ら
、一
般

競
争
入
札
導
入
･
予
定
価
格

事
前
公
表
･
低
入
札
価
格
制

度
導
入
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
も
一
層
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
電
子
入
札
導

導
入
・
設
置
を
検
討
課
題
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す

▲市長公室　企画課　企画調整係 海野　徹 議員

質問事項
１．市長の政治姿勢について
２．学校教育について
３．政策について

　

行
政
特
有
の
悪
い

体
質
と
し
て
、決
定
さ

れ
た
政
策
は
止
ま
る
こ
と
な
く

走
り
続
け
ま
す
。
茨
城
県
土

地
開
発
公
社
の
破
綻
等
は
、
見

事
な
見
本
と
も
い
え
ま
す
。
政

策
評
価
は
ど
の
部
門
で
行
わ

れ
る
か
、誰
が
行
う
の
か
、見
直

し
修
正
が
さ
れ
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。
公
務
員
は
税
金
を
無

駄
な
く
有
意
義
に
執
行
さ
せ

る
こ
と
が
、
至
上
の
使
命
で
あ

政
策
審
議
を
専
門
に
担
う
政
策
審
議
室
の
創
設
は

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に

お
い
て
、
政
策
の
立
案
か
ら
停

止
、
廃
止
、
継
続
の
評
価
審
議

を
専
門
に
担
う
部
門
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
政
策
審
議
室

の
設
立
は
考
え
な
い
か
伺
い
ま

す
。

　

市
長
公
室
長　

行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

中
で
施
策
評
価
、事
務
事
業
評

価
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
評

価
、
結
果
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は

庁
議
メ
ン
バ
ー
が
担
っ
て
い
ま

す
。
政
策
審
議
室
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
組
織
に
お

け
る
企
画
調
整
機
能
強
化
の

必
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

現
在
総
務
課
を
中
心
に
組
織

の
検
討
作
業
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
中
で
、
企
画
機
能
強
化
に

向
け
た
見
直
し
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

組
織
検
討
作
業
の
中
で
企
画
機
能
強
化
を
図
り
た
い

入
･
入
札
監
視
委
員
会
設
置
に

つ
い
て
は
、導
入
･
設
置
す
る
こ

と
を
検
討
課
題
と
し
て
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

市
長
交
際

費
は
、
条
例
に
基
づ
い
て
、
請

求
が
あ
れ
ば
公
開
し
て
お
り

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
は
、
隣
接
市
町
村
の
状
況
を

踏
ま
え
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　国や地方自治体が発注する工事などの入札手続をイン
ターネット上で行なうシステム。通常のインターネット利
用と比べて高度なセキュリティレベルが必要となるため、
国土交通省では事前に電子証明書をICカード形式で発行
することにより、不正入札を防止している。日本では2001
年秋に導入が始まった。

電子入札とは？



那珂市役所本庁への窓口手続き来庁者数と対応状況
（「忙しさ度」＝市民人数／職員・時間）

平成18年3月実績
4824人／月
（30人／時間）

平成17年7月実績
2687人／月
（17人／時間）

全員
16人で対応

課長を除いた職員
14人で対応

1．88市民人／職員・時間

2．14市民人／職員・時間

1．06市民人／職員・時間

1．21市民人／職員・時間

瓜連支所

平成18年3月実績
809人／月

（5.1人／時間）

平成17年7月実績
399人／月

（2.5人／時間）

全員
4人で対応

課長1人を除いた
3人で対応

1．28市民人／職員・時間

1．70市民人／職員・時間

0．63市民人／職員・時間

0．83市民人／職員・時間

来庁市民人数

来庁市民人数

表：繁忙期における市役所窓口業務の「忙しさ度」として、
　　１時間当りの来庁市民対応数の単純平均値を求め比較した。
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

　

当
市
所
有
の
緊
急

電
話
と
防
災
無
線
設

備
に
は
10
億
を
超
え
る
予
算

を
投
入
、維
持
管
理
に
も
毎
年

数
千
万
円
投
入
、
メ
ー
カ
で
は

技
術
革
新
で
コ
ス
ト
低
減
が
進

ん
で
い
る
。
既
設
の
緊
急
電
話

は
３
０
０
世
帯
の
高
齢
者
が
利

用
、
実
際
に
は
２
万
世
帯
ま
で

利
用
で
き
る
。
火
報
と
連
動

す
れ
ば
自
動
的
に
消
防
へ
通

報
で
き
る
。
限
定
利
用
を
止

緊
急
電
話
に
火
報
を
連
動
さ
せ
自
動
で
消
防
通
報
を
！

め
市
内
全
家
庭
に
開
放
す
れ

ば
コ
ス
ト
低
減
と
市
民
安
全
向

上
に
結
び
つ
く
。
ま
た
、
茨
高

専
で
開
発
し
た
福
祉
ポ
ス
ト
は

緊
急
通
報
を
兼
ね
た
便
利
な

新
型
福
祉
設
備
だ
。
当
市
で

実
証
し
て
同
新
型
設
備
を
市

内
企
業
か
ら
全
国
へ
の
展
開
を

提
案
し
た
い
。

　

保
健
福
祉
部
長　

既
設
の
緊
急
電
話
設

議
員
の
提
案
は
大
変
有
効
で
あ
る
と
考
え
る

▲現在の緊急通報システムは２万世帯まで利用可

根本慎一 議員

質問事項
１．市民・福祉サービスの現

状と今後の向上展開につ
いて

２．市民による環境問題への
取組みの必要性について

　

当
市
の
窓
口
時
間

の
延
長
は
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
策
と
し
て
喜
ば
れ
て

い
る
。
最
近
、
休
日
窓
口
を
開

設
す
る
自
治
体
も
多
い
。
繁

忙
期
に
は
全
員
フ
ル
稼
働
で
対

応
と
の
こ
と
だ
が
、
郵
便
局
の

窓
口
代
替
サ
ー
ビ
ス
や
一
人
の

人
件
費
に
相
当
す
る
自
動
交

付
機
の
導
入
を
図
り
、
窓
口
の

負
担
を
軽
減
さ
せ
、
新
た
な
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
出
来
な
い

窓
口
業
務
の
負
担
軽
減
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
！

か
？　

当
市
窓
口
で
の
実
績

デ
ー
タ
か
ら
「
忙
し
さ
」
表
現

を
試
み
た
が
、
時
間
当
り
１
〜

２
人
以
下
の
市
民
対
応
で
は

「
フ
ル
稼
働
で
対
応
」
と
の
イ

メ
ー
ジ
が
見
え
な
い
。
現
体
制

で
の
最
大
対
応
能
力
は
ど
の

程
度
な
の
か
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
手
法
を
使
っ
て
各
作
業
解

析
等
を
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
策
を
見
出
す
こ
と
を
期

待
す
る
。

　

総
務
部
長　

繁
忙

期
は
市
民
課
全
員
フ

ル
稼
働
だ
。
窓
口
延
長
は
予

算
と
人
員
か
ら
現
状
が
限
界
。

郵
便
局
利
用
は
利
用
者
が
少

な
く
廃
止
。
自
動
交
付
機
に

つ
い
て
は
財
政
状
況
を
考
慮
し

な
が
ら
調
査
す
る
。
窓
口
能
力

は
１
時
間
当
り
最
大
60
人
市

民
程
度
。
表
の
実
績
デ
ー
タ
以

外
に
電
話
対
応
等
が
あ
り
多

忙
で
あ
る
。

年
度
末
の
繁
忙
期
は
全
員
フ
ル
稼
働
だ
！

備
の
活
用
法
、
特
に
同
電
話
を

設
置
し
て
い
る
高
齢
者
世
帯

に
は
大
変
有
効
だ
。
一
般
家
庭

も
含
め
た
利
用
拡
大
は
消
防

本
部
と
調
査
し
て
い
き
た
い
。

茨
高
専
で
開
発
し
た
新
型
福

祉
ポ
ス
ト
は
高
専
か
ら
依
頼
が

あ
れ
ば
協
力
は
可
能
だ
。

　

市
長　

消
防
へ
の
迅
速
な

通
報
は
重
要
だ
。
議
員
提
案

の
点
に
つ
い
て
は
関
係
課
に
お

い
て
調
査
さ
せ
た
い
。



那珂市議会だより21

　陳情の要旨は、日本政府は昨年12月12日に、
アメリカ・カナダ産牛肉の輸入再開をしました。
しかし、１月20日にアメリカから輸入された牛
肉に特定危険部位の脊柱が混入していたことが発
見されました。米国産牛肉等は、検査体制や特定
危険部位の除去、肉骨粉の飼料への使用など、日
本に比べＢＳＥ対策は極めて不十分なままです。
極めてずさんな輸入に対して強く抗議するととも
に、その責任を明確にすることが必要です。
　このような中で、米国産牛肉の拙速な輸入再々
開を行わないことや、国民の食の安全を守るため
ＢＳＥへの万全な対策を求めるため、政府関係機
関に意見書を提出してほしいというものです。
　委員会の審議内容は、昨年の6月の定例会にお
いて、今回と同様な陳情を採択し、意見書を政府
関係機関へ出した経緯がある。米国のBSE対策
について解決されていない問題もあり、輸入再々
開は慎重にすべきである。また、食の安全を確保
することは重要であり、米国において日本の検査
基準と同様な体制が確立されるまで、輸入は見合
わせるべきである等の意見が出され、採決の結果、
全員異議なく採択すべきものと決定しました。

　（経済常任委員会）

提出者
　水戸市梅香１－１－４
　食とみどり、水を守る茨城県労農市民会議
　会長　野上　義男

意見書の要旨
１　以下のような問題点の改善措置が明確になら

ない段階での、拙速な輸入再々開を行わない
よう求めます。
①米国では、と畜される牛でBSE検査を行っ
ている事例は極めて少ないこと。

②生産・流通履歴をたどるトレーサビリティ
制度が整っていないため、月齢の判定が正
確に出来ず、誤差を生じさせること。

③特定危険部位の除去では、日本はすべての
牛の危険部位を除去し、焼却処分を行って
いるのに対し、米国では30ヶ月齢以上の
牛に限られていること。

２　国内のBSE対策について、次の点を求めます。
①米国・カナダ産の牛肉等の再検査を行う
こと。その際には日本で実施されているＢ
ＳＥ対策である、全頭検査、トレーサビリ
ティ、全頭からの特定危険部位の除去、肉
骨粉の禁止を基準に評価すること。

②輸入時の検査体制を強化し、最大限の検査
を行うこと。

③消費者の選択権を確保し食の安全を実現す
るため、牛肉を使用した外食、中食、加工
品等すべてに原料原産地表示を義務化する
こと。

提出先　内閣総理大臣　農林水産大臣
　　　　厚生労働大臣　食品安全担当大臣

「米国産牛肉の輸入に抗議し、BSE
の万全な対策を求める」意見書

採択した陳情に基づき、意見書を提出しました。

採 択

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果

意見書を提出しました

請願・陳情の審査結果

意見書を提出しました意見書を提出しました意見書を提出しました

「米国産牛肉の輸入に抗議し、BSE
の万全な対策を求める」陳情

１件の陳情を審査しました。

請願 ･陳情の提出について
　請願や陳情は、市政に関することや身近な問題などに
ついて、市民の皆様のご要望等を直接市議会に提案でき
る制度です。

　提出方法は、右記の事項を明瞭に記載して、那珂市議
会議長（議会事務局）へ提出してください。なお、請
願・陳情は定例会において審議しますので、定例会開会
の10日前までに提出していただきますようにお願いい
たします。
　定例会の開会日程などご不明な点は、市役所内　議会
事務局までお問い合わせください。 TEL 298－ 1111（代表）

　請願・陳情の記載要領

１．請願・陳情の要旨
　　提出する願意を簡潔・明瞭に記載してください。
２．請願・陳情の提出者
　　提出者の住所・氏名・電話番号（連絡先）を明記し

てください。
３．その他
　　請願の場合は、紹介議員の署名、押印が必要です。
　　書式は、縦書き、横書きは問いません。用紙は A4

版でお願いいたします。提出先は那珂市議会議長宛
です。



那珂市議会だより 22

★政治家に対する寄附の勧誘 ･

　要求の禁止
　選挙区内の有権者が、政治家に対し、お金や物を
要求したりすると処罰されます。
（公職選挙法第 199 条の２、第 249 条の２）

★年賀状等のあいさつ状の禁止
　政治家は選挙区内の人に対して、答礼のための自
筆によるものを除き、年賀状等のあいさつ状を出す
ことが禁じられています。
（公職選挙法第 147 条の２）

★あいさつ目的の有料広告の禁止
　政治家や後援会が、選挙区内の人に対して、新聞
･テレビ ･ラジオ等により、あいさつを目的とした
有料広告を出すと処罰されます。
（公職選挙法第 152 条、第 235 条の６）

★政治家の寄附の禁止　

　政治家は、選挙区内の人へお金や物を贈ることは
禁止されています。違反をすると処罰されます。
　ただし、政党などの政治団体や親族に対する場合、
政治教育集会などに関する必要な実費の補償、政治
家本人が出席する結婚披露宴の祝儀、葬式や通夜の
香典などで通常一般の社交の程度を超えないものは
除きます。
（公職選挙法第 199 条の２、第 249 条の２）

★政治家の後援団体の寄附の禁止
　政治家の後援団体が選挙区内の人に対して、花輪、
香典、祝儀などを出すことや、後援会の設立目的に
より行う行事等に関する寄附以外の寄附をすると処
罰されます。
（公職選挙法第 199 条の２、第 249 条の５）

那珂市議会のホームページを開設しています

www.city.naka.ibaraki.jp/

政治家の寄附禁止
お金のかからないクリーンな政治活動のためのルールです

市民は

お金や物を求めない

政治家は

お金や物を贈らない

※政治家とは、現に公職にある人、公職の候補者や候補者になろ
うとする人です。
※処罰により、禁錮以上の刑に処せられると、その刑の執行が終
わるまで、選挙権及び被選挙権が失われます。
　（公職選挙法第11条）

市議会のページを
クリックしてください

・市議会の概要

・議会傍聴のご案内

・請願陳情

・那珂市議会だより（PDF版）

・那珂市議会議決結果一覧

・那珂市議員名簿・議会構成表

その他、会期日程・一般質問

通告書なども掲載いたします。
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　第３回定例会は、右記の日程（案）のとおり開催
する予定とすることが７月18日の議会運営委員会
で決まりました。ただし、これはあくまでも予定で
すので、定例会に提出される議案や一般質問者の人
数により日程が変更となる場合があります。
　会期日程は、開会１週間前に再度、議会運営委員
会を開催して、議案件数や一般質問者数を考慮して、
日程を変更する場合があります。
　議会を傍聴される場合などは、右記の日程が変更
になっている場合がございますので、お手数をおか
けいたしますが、議会事務局までお問い合わせくだ
さいますようお願いいたします。
　また、那珂市のホームページでも、定例会会期日
程や一般質問通告書（開会直前）をお知らせしてお
りますので、ご参照されますようお願いいたします。
　TEL　２９８－１１１１（代表）
　URL　www.city.naka.ibaraki.jp/

9/11から開会予定です

平成18年第3回定例会開会予定のお知らせ

◎本会議を傍聴するには
１．傍聴の受付は、当日の午前９時30分から那珂
市役所３階の傍聴席入口で行います。受付で、所
定の用紙に住所・氏名を記入していただき、傍聴
券を受け取って傍聴席に入場してください。傍聴
席の定員は44名です。
２．お帰りの際は、傍聴券を返還してください。

◎委員会を傍聴するには
１．傍聴の受付は、２階の議会事務局で行います。
手続きは、所定の用紙に住所・氏名を記入して、
傍聴券の交付を受けます。その後、会議室まで職
員が案内いたします。傍聴席の定員は10名です。
２．お帰りの際は、傍聴券を返還してください。

議　事　予　定月日
９・11

９．12

９．13
９．14
９．15
９．16
９．17
９．18
９．19
９．20
９．21
９．22
９．23
９．24
９．25
９．26

曜
月

火

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

本会議
　○開会
　○継続審査案件の委員長報告
　○請願・陳情の委員会付託など
本会議
　○議案審議など
決算特別委員会
決算特別委員会
決算特別委員会
休会
休会
休会（敬老の日）
常任委員会（総務・経済）
常任委員会（建設・教育厚生）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
休会
休会
本会議（一般質問）
本会議
　○委員長報告など
　○閉会

平成18年第3回定例会会期日程（案）

議会の会議を傍聴してみませんか
　議会の会議を傍聴される場合は、事前に会議の開催日と時間をご確認の上
おいでください。
　問い合わせ先　那珂市議会事務局　TEL ２９８－１１１１（代表）

▲議会議場の傍聴席（本会議）

▲常任委員会の傍聴席の設置例
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議会運営委員会

（第２回定例会会期日程案など）

広報編集委員会

（那珂市議会だよりNo. ６編集）

広報編集委員会

（那珂市議会だよりNo. ６編集）

原子力安全対策特別委員会

（市内の原子力事業所の年間計画報告や環境放射

線監視委員会の報告、その他原子力関連事項につ

いて審議しました）

議会運営委員会

（第２回定例会会期日程案、一般質問通告内容や

質問順位など）

第２回定例会の招集が告示されました

19日

28日

第２回定例会

（本会議　執行部提出の条例改正や補正予算など

の約20議案審議等）

第２回定例会

（経済常任委員会　陳情の審査）

第２回定例会（本会議 ･一般質問５名）

第２回定例会（本会議 ･一般質問５名）

議会運営委員会

第２回定例会（開会 ･本会議 ･委員長報告等）

全員協議会（議案説明や議会の協議事項等）

７日

８日

９日

12日

13日

15日

27日

4月

12日

30日

６日

5月

6月

古紙配合率 100％再生紙と大豆油インキを使用しています。
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▲６日の本会議の冒頭で茨城県市議会議長会から
の感謝状を議長より伝達される福田議員

第２回定例会（本会議 ･一般質問３名）

全員協議会

第２回定例会（本会議 ･閉会）

電源立地地域対策交付金中央要望（東京）

電源交付金等の交付算定地域を拡大し、あわせて

交付金を増額するように、国の経済産業省など関

係機関に要望書を提出してきました（Ｐ６に関連

記事）

▲議長室で消防長と議長
　消防本部のさつき会で育てたりっぱなさつきを
議長室に飾りました


